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ハブル憶士の籍宇宙魏

今　　井　　二　　鄭

　天文學は，ハ1バ1ド大払のシャブリ博士の宣言した通り“宇宙の研究にあ

る”と，その研究方針を明かにして以來，この目的達成の爲に，十年孜々とし

て不断の努力を積んできたウィルソン天文毫の“七二”大望遠鏡の観測主任E・

ハブル博士は，観測の結果から宇宙の構造を論じて，“我々はコペルニクスの革

新（地動論）二時と同じやうな重大危機に直面してみる．我kは絹樹性原理に

基く鋏き宇宙か，自然の新たなる原理を肯定し新しい無限に旗つた宇宙かの，

何れかを選ばなければならない”と大忌に披歴してみる．大望遠鏡の建設によ

って観測範園が十萬光年，二十萬光年といった恒星宇宙2P　S銀河系の研究に限

られたのは過去の物語りとなってしまぴ，今や我々の観測は，二二の疎に散在

する宇宙師ち“星霧の宇宙”征服に向けられた．百叶の大望遠鏡によって宇宙

の奥底を撮せば，二丁は恒星とその籔を競ぴ，光慶二十一等の如き微小なもの

に至って，恒星は霊き果て，無藪の星雲がこれに代る．観測された領域は，観

測者を中心として孚径五億光年に達し，その球二二間の内に直径数萬光年に及

ぶ星二一銀河系も，その一員に過ぎない一約一億個が散在してみる．博士

は力昂る室間の槻測が完成された今日，宇宙の構造は観測に立脚して論ずるこ

とが出自ると宣べ，観測された宇宙を貫く一つの本性は，星置の分光爲眞を槍

すると，“赤色攣位”といって，何れもそのスペクトルの波長が伸びて，正規の

位置よりも赤色の：方に移動してみるのが見取られ，之をドブラ効果によるもの

だとv・ふ二二通りの記憶に從へば，星霧は何れも我kから高速度を三って遠ざ

かりつNあることを意味する．

　力紘る忌寸と絹封性原理とが結びついて，所謂“膨脹宇宙”読がこの十年間，

三界を風塵して來たけれども，二二が五億光年の蓬か彼方に，スペクトルによ

る速度が二言五千マイルもある三二についても撮し得るやうになった今日で

赤色四位を星霧のは，後退として二って認めることは出來なくなった．

　何故なら，赤色三位を速度に由來するものだとすれば，第一に二度は認りに

も嚴密に距離に比例して塘加すること，そして二億五千萬光年では毎秒二萬五

千哩の後退蓮動が観測され，五億光年の彼方では五萬哩の高速となり，十八億

光年の彼方では後退速度は光速都ち毎秒十八萬哩に達し，宇宙は此庭で盤き果

てる．

　博士は，観測された赤色攣位は，星霧の後退蓮動によるものでは無く，一

残念ではあるけれど，まだ知ることの出來ない或る新しい原理に基いて，光が
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星霧から観測者に達する迄，歎百萬年を費して族恋しなければならない星霧相

互の室間を一歩に満たしてみる極めて稀薄な媒質（瓦斯艦）と作用し合って，

光はそのエネルギを失ひ，從って，波長が伸び，その結果スペクトル線が攣位

すると論じ，宇宙は本來静止し，まだまだ其の涯を知ることが出來ない程，大

きなものであると述べ，力砥る宇宙こそ實在可能にして，却って解り易い字宙

であると結んでみる．
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